
 
 

 

 
図 1 上側ヌル点配位においてダイ
バータバイアスにより誘起される
n=2 の SOL 電流パターン。明瞭さを
確保するため電流を実線及び点線の
矢印で示した。 
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ITER などの核融合炉では核融合出力と電流

駆動のための外部加熱入力による定常熱流束に

コアプラズマ周辺部で励起される周辺局在化モ

ード(ELM)等による過渡的熱流束が加算される。

このためダイバータ板には極めて大きな熱負荷

が加わりダイバータ板の寿命を大きく左右する。

我々は、コアプラズマとダイバータ領域との間に

介在するスクレイプ・オフ層(SOL)プラズマを活

用し、ダイバータ板への熱負荷軽減を目指す新た

な手法を提案し、予備実験を進めている。その手

法は、トロイダル方向に分割したダイバータ板の

電気的バイアス法である。図 1 は、SOL をトロイ
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この場合、

4 枚のダ

イバータ

板 に
P-F-P-F
のパター

ンのバイアス電圧を印加している。P 及び F は、

それぞれ、正電位及び浮動電位を意味している。 
この手法は二つの目的を持っている。一つは、

①「トロイダル分割型ダイバータバイアスにより

生成される n=2 の径電場及びポロイダル電場の

SOL プラズマ輸送に対する影響の解明」である。

他の一つは、②「SOL 電流による共鳴磁場摂動

（RMP）の生成と ELM に対する効果」の研究で

ある。ダイバータバイアスにより生成される径電

場やポロイダル電場は、径方向粒子束や対流的熱

輸送にかなりの影響を与えると予想される。1990
年代は電極バイアスやダイバータバイアスによ

るコアプラズマの径方向輸送の低減を目指した

研究が多く報告された[1]。ただ、SOL の輸送につ

いてはあまり注意が払われなかった。②では、

ELM 制御に重点が置かれるが、生成される RMP
はコアプラズマの周辺から SOL プラズマにおけ

る径方向の対流的及び伝導的熱輸送にかなりの

影響を与えると期待される。 
QUEST において、トロイダル磁場と外部印

加の垂直磁場のみからなる SOL 様プラズマ配位

を用いてトロイダル分割型ダイバータバイアス

の予備実験を行った。トロイダル方向に 180 度離

して設置した 2 枚のダイバータ板に70 V の振幅

で 2kHz の鋸波電圧を印加したときの駆動電流波

形を図 2 に示す。正バイアス時に使用中のバイア

ス電源の容量限界近くまで、電流が駆動された。

詳細はポスターにて発表する。 
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図 2  QUESTにおけるトロイダル磁場と外部印
加の垂直磁場のみからなる SOL 様配位でのダイ
バータバイアス法の予備実験結果。2 枚のバイア
スダイバータ板 (#302 及び #306)の電圧波形
（Vbias_302, Vbias_306）と駆動電流(Ibias_302, Ibias_306)の
波形を示している。 


